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(57)【要約】
【課題】１台の加熱部を用いて、給湯と暖房をバランス
良く実行することができる熱源装置を提供する。
【解決手段】制御部５１は、所定の暖房要求に応じて、
切替弁２１を、ポート２１ａとポート２１ｃ間を連通し
てポート２１ｂとポート２１ｃ間を遮断した第１循環状
態として、バーナ１１及び循環ポンプ２２を作動させる
暖房運転を実行し、所定の給湯要求に応じて、切替弁２
１を、ポート２１ｂと２１ｃ間を連通としてポート２１
ａと２１ｃ間を遮断した第２循環状態として、バーナ１
１及び循環ポンプ２２を作動させる給湯運転とを実行す
る。給湯停止報知部５２は、給湯運転の実行中に、暖房
要求が第１所定時間以上継続してなされたときに、湯の
使用者に対して湯の使用停止を促す給湯停止報知を行う
。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　暖房端末が途中に接続されて、熱媒が流通する熱媒循環路と、
　前記熱媒循環路の途中に設けられて、前記熱媒循環路内を流通する熱媒を加熱する熱媒
加熱部と、
　前記熱媒加熱部をバイパスして前記熱媒循環路を連通する給湯バイパス路と、
　上流端が上水道に接続されると共に、下流端が出湯栓に接続された給湯路と、
　前記給湯バイパス路及び前記給湯路の途中に接続され、前記給湯バイパス路を流通する
熱媒と前記給湯路を流通する水との間の熱交換により、前記給湯路を流通する水を加熱す
る給湯熱交換器と、
　前記給湯バイパス路と前記熱媒加熱部とを経由した前記熱媒循環路内の熱媒の循環が不
能であって、前記熱媒加熱部と前記暖房端末とを経由して前記熱媒循環路内の熱媒が循環
する第１循環状態と、前記暖房端末と前記熱媒加熱部とを経由した前記熱媒循環路内の熱
媒の循環が不能であって、前記給湯バイパス路と前記熱媒加熱部とを経由して前記熱媒循
環路内の熱媒が循環する第２循環状態とを切り替える循環状態切替部と、
　所定の暖房要求に応じて、前記循環状態切替部により前記第１循環状態として前記熱媒
加熱部を作動させる暖房運転を実行すると共に、所定の給湯要求に応じて、前記循環状態
切替部により前記第２循環状態として、前記熱媒加熱部を作動させる給湯運転を実行する
制御部と、
　前記給湯運転の実行中に、前記暖房要求が第１所定時間以上継続してなされたときに、
湯の使用者に対して湯の使用停止を促す給湯停止報知を行う給湯停止報知部と
を備えていることを特徴とする熱源装置。
【請求項２】
　暖房端末が途中に接続されて、熱媒が流通する熱媒循環路と、
　前記熱媒循環路の途中に設けられて、前記熱媒循環路内を流通する熱媒を加熱する熱媒
加熱部と、
　前記熱媒加熱部をバイパスして前記熱媒循環路を連通する給湯バイパス路と、
　上流端が上水道に接続されると共に、下流端が出湯栓に接続された給湯路と、
　前記給湯バイパス路及び前記給湯路の途中に接続され、前記給湯バイパス路を流通する
熱媒と前記給湯路を流通する水との間の熱交換により、前記給湯路を流通する水を加熱す
る給湯熱交換器と、
　前記給湯バイパス路と前記熱媒加熱部とを経由した前記熱媒循環路内の熱媒の循環流量
と、前記暖房端末と前記熱媒加熱部とを経由した前記熱媒循環路内の熱媒の循環流量との
分配比率を変更する循環状態切替部と、
　所定の暖房要求と所定の給湯要求とが共になされ、且つ第１並列運転条件が成立してい
るときに、前記循環状態切替部により、前記熱媒加熱部から前記給湯バイパス路及び前記
暖房端末の双方に熱媒が流通する状態として、前記熱媒加熱部を作動させる暖房給湯並列
運転を実行する制御部と、
　前記暖房給湯並列運転の実行中に、第２並列運転条件が成立しなくなったときには、該
第２並列運転条件が成立しない状態が第２所定時間継続したときに、湯の使用者に対して
湯の使用停止を促す給湯停止報知を行う給湯停止報知部と
を備えていることを特徴とする熱源装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の熱源装置において、
　前記制御部は、前記給湯運転において、前記給湯路から目標給湯温度の湯が出湯される
ように前記熱媒加熱部の加熱力を制御し、
　前記給湯停止報知部は、前記給湯停止報知として、前記目標給湯温度を下げる処理を行
うことを特徴とする熱源装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のうちいずれか１項に記載の熱源装置において、
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　前記給湯路を流通する水の流量を変更する流量変更部を備え、
　前記給湯停止報知部は、前記給湯停止報知として、前記給湯路を流通する水の流量を前
記流量変更部により減少させる処理を行うことを特徴とする熱源装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、暖房端末に対する熱媒の供給と給湯とを行う熱源装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　給湯装置において、装置異常又は改善すべき状況が生じたときに、使用者に対する報知
を行うようにした構成が知られている（例えば、特許文献１～３参照）。
【０００３】
　特許文献１に記載された給湯装置においては、給湯開始操作がなされたときにブザー音
の出力を開始し、給湯装置への入水及びバーナの点火が検出されればブザー音の出力を停
止している。そして、装置異常により入水又はバーナの点火が検出されなかったときには
、報知を継続して装置異常を使用者に報知するようにしている。
【０００４】
　また、引用文献２，３に記載された給湯装置においては、所定流量以上の給湯が所定時
間以上継続して行われたときに報知を行って、使用者による湯の使用量の低減を図ってい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平５－２５６５１１号公報
【特許文献２】特開２０１３－２２１６８６号公報
【特許文献３】特開２００３－２１３４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　後述するように、給湯と暖房を１台の加熱部を用いて行う熱源装置が知られており、こ
の熱源装置においては、給湯と暖房をバランス良く実行する必要がある。
【０００７】
　本発明はかかる背景に鑑みてなされたものであり、１台の加熱部を用いて、給湯と暖房
をバランス良く実行するための報知を行う熱源装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の熱源装置の第１の態様は、
　暖房端末が途中に接続されて、熱媒が流通する熱媒循環路と、
　前記熱媒循環路の途中に設けられて、前記熱媒循環路内を流通する熱媒を加熱する熱媒
加熱部と、
　前記熱媒加熱部をバイパスして前記熱媒循環路を連通する給湯バイパス路と、
　上流端が上水道に接続されると共に、下流端が出湯栓に接続された給湯路と、
　前記給湯バイパス路及び前記給湯路の途中に接続され、前記給湯バイパス路を流通する
熱媒と前記給湯路を流通する水との間の熱交換により、前記給湯路を流通する水を加熱す
る給湯熱交換器と、
　前記給湯バイパス路と前記熱媒加熱部とを経由した前記熱媒循環路内の熱媒の循環が不
能であって、前記熱媒加熱部と前記暖房端末とを経由して前記熱媒循環路内の熱媒が循環
する第１循環状態と、前記暖房端末と前記熱媒加熱部とを経由した前記熱媒循環路内の熱
媒の循環が不能であって、前記給湯バイパス路と前記熱媒加熱部とを経由して前記熱媒循
環路内の熱媒が循環する第２循環状態とを切り替える循環状態切替部と、
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　所定の暖房要求に応じて、前記循環状態切替部により前記第１循環状態として前記熱媒
加熱部を作動させる暖房運転を実行すると共に、所定の給湯要求に応じて、前記循環状態
切替部により前記第２循環状態として、前記熱媒加熱部を作動させる給湯運転を実行する
制御部と、
　前記給湯運転の実行中に、前記暖房要求が第１所定時間以上継続してなされたときに、
湯の使用者に対して湯の使用停止を促す給湯停止報知を行う給湯停止報知部と
を備えていることを特徴とする。
【０００９】
　かかる本発明において、給湯運転の実行中に暖房要求が第１所定時間以上継続したとき
には、例えば、第１の使用者が浴室等で湯を使用している状態が継続して、暖房運転が実
行されない状況になっていることにより、第２の使用者が所在する暖房端末が設置された
部屋の温度が低下していると想定される。そして、この状況を放置すると、部屋の温度が
さらに低下して、第２の使用者に寒さによる不快感を抱かせてしまうおそれがある。
【００１０】
　そこで、給湯停止報知部は、暖房要求が第１所定時間以上継続してなされたときに、湯
の使用者に対して湯の使用停止を促す報知を行う。これにより、第１の使用者（湯の使用
者）に対して湯の使用を停止することを促して、給湯運転の終了により暖房運転を可能と
することにより、給湯運転と暖房運転をバランス良く実行して、暖房端末が設置された部
屋の温度の回復を図ることができる。
【００１１】
　次に、本発明の熱源装置の第２の態様は、
　暖房端末が途中に接続されて、熱媒が流通する熱媒循環路と、
　前記熱媒循環路の途中に設けられて、前記熱媒循環路内を流通する熱媒を加熱する熱媒
加熱部と、
　前記熱媒加熱部をバイパスして前記熱媒循環路を連通する給湯バイパス路と、
　上流端が上水道に接続されると共に、下流端が出湯栓に接続された給湯路と、
　前記給湯バイパス路及び前記給湯路の途中に接続され、前記給湯バイパス路を流通する
熱媒と前記給湯路を流通する水との間の熱交換により、前記給湯路を流通する水を加熱す
る給湯熱交換器と、
　前記給湯バイパス路と前記熱媒加熱部とを経由した前記熱媒循環路内の熱媒の循環流量
と、前記暖房端末と前記熱媒加熱部とを経由した前記熱媒循環路内の熱媒の循環流量との
分配比率を変更する循環状態切替部と、
　所定の暖房要求と所定の給湯要求とが共になされ、且つ第１並列運転条件が成立してい
るときに、前記循環状態切替部により、前記熱媒加熱部から前記給湯バイパス路及び前記
暖房端末の双方に熱媒が流通する状態として、前記熱媒加熱部を作動させる暖房給湯並列
運転を実行する制御部と、
　前記暖房給湯並列運転の実行中に、第２並列運転条件が成立しなくなったときには、該
第２並列運転条件が成立しない状態が第２所定時間継続したときに、湯の使用者に対して
湯の使用停止を促す給湯停止報知を行う給湯停止報知部と
を備えていることを特徴とする。
【００１２】
　かかる本発明において、暖房給湯並列運転の実行中に第２並列運転条件が成立しなくな
ったときには、例えば、第１の使用者が浴室等で湯を使用しているために、第２の使用者
が所在する部屋に設置された暖房端末からの放熱量が減少して室温が低下していると想定
される。そして、この状況を放置すると、部屋の温度がさらに低下して、第２の使用者に
寒さによる不快感を抱かせてしまうおそれがある。
【００１３】
　そこで、給湯停止報知部は、並列運転条件が成立しない状態が第２所定時間以上継続し
たときに、湯の使用者に対して湯の使用停止を促す報知を行う。これにより、第１の使用
者（湯の使用者）に対して湯の使用を停止することを促して、給湯運転の終了により暖房
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運転の単独運転への移行を可能とすることにより、給湯運転と暖房運転をバランス良く実
行して、暖房端末が設置された部屋の温度の回復を図ることができる。
【００１４】
　また、前記制御部は、前記給湯運転において、前記給湯路から目標給湯温度の湯が出湯
されるように前記熱媒加熱部の加熱力を制御し、
　前記給湯停止報知部は、前記給湯停止報知として、前記目標給湯温度を下げる処理を行
うことを特徴とする。
【００１５】
　この構成によれば、湯の使用者に対して給湯温度の低下を感じさせることによって、湯
の使用の停止を促すことができる。
【００１６】
　また、前記給湯路を流通する水の流量を変更する流量変更部を備え、
　前記給湯停止報知部は、前記給湯停止報知として、前記給湯路を流通する水の流量を前
記流量変更部により減少させる処理を行うことを特徴とする。
【００１７】
　この構成によれば、湯の使用者に対して給湯流量の減少を感じさせることによって、湯
の使用の停止を促すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】熱源装置の構成図。
【図２】給湯運転の実行中に暖房要求があった場合の処理の第１のフローチャート。
【図３】給湯運転の実行中に暖房要求があった場合の処理の第２のフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の実施形態について、図１～図３を参照して説明する。
【００２０】
　［１．熱源装置の構成］
　図１を参照して、本実施形態の熱源装置１は、暖房端末２７（床暖房機等）が途中に接
続された熱媒循環路２０（２０ａ，２０ｂ）、熱媒循環路２０の途中に接続されて燃焼室
１０内に配置された熱媒熱交換器２６、熱媒熱交換器２６を加熱するバーナ１１、バーナ
１１に点火するための点火電極１２、バーナ１１の燃焼炎を検出するフレームロッド１３
、ガス供給路３０から供給される燃料ガスと燃焼用空気とを混合して混合気をバーナ１１
に供給する燃焼ファン３２、ガス供給路３０の開度を変更して燃料ガスの供給流量を変更
するガス可変弁３１、熱媒循環路２０内に熱媒（水、不凍液等）を循環させる循環ポンプ
２２、熱媒熱交換器２６に流入する熱媒の温度を検出する入水温度センサ２４、熱媒熱交
換器２６の入口付近の圧力を検出する圧力センサ２３、熱媒熱交換器２６から流出する熱
媒の温度を検出する出水温度センサ２５、熱媒熱交換器２６をバイパスして熱媒循環路２
０を連通する給湯バイパス路１７、上流端が上水道（図示しない）に接続されると共に下
流端が給湯栓４５に接続された給湯路４０、給湯路４０に流入する水の流量を検出する流
量センサ４１、給湯路４０の開度を変更して給湯路４０に流入する水の流量を変更する流
量可変弁４２（本発明の流量変更部に相当する）、給湯バイパス路１７及び給湯路４０の
途中に設けられて、給湯バイパス路１７を流通する熱媒と給湯路４０を流通する水との間
で熱交換を行って、給湯路４０を流通する水を加熱する給湯熱交換器４３、及び給湯熱交
換器４３から給湯路４０に流出する湯水の温度を検出する出湯温度センサ４４を備えてい
る。なお、熱媒熱交換器２６とバーナ１１とによる構成は、本発明の熱媒加熱部に相当す
る。
【００２１】
　熱媒循環路２０と給湯バイパス路１７との接続箇所Ｙには、給湯バイパス路１７側を経
由して、循環ポンプ２２から熱媒熱交換器２６に流通する熱媒の流量（ポート２１ｂから
ポート２１ｃに流通する熱媒の流量）と、暖房端末２７と給湯バイパス路１７との間の熱
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媒循環路２０ａを経由して循環ポンプ２２から熱媒熱交換器２６へと流通する熱媒の流量
（ポート２１ａからポート２１ｃに流通する熱媒の流量）との比率（分配比）を変更する
切替弁２１が設けられている。切替弁２１は、本発明の循環状態切替部に相当する。
【００２２】
　さらに、熱源装置１は、熱源装置１の全体的な作動を制御するコントローラ５０を備え
ている。コントローラ５０は、図示しないＣＰＵ、メモリ、各種インターフェース回路等
を備えて構成された電子回路ユニットであり、メモリに保持された熱源装置１の制御用プ
ログラムをＣＰＵで実行することにより、制御部５１及び給湯停止報知部５２として機能
する。
【００２３】
　コントローラ５０には、フレームロッド１３、入水温度センサ２４、出水温度センサ２
５、流量センサ４１、及び出湯温度センサ４４の各検出信号が入力される。また、コント
ローラ５０から出力される制御信号により、バーナ１１、点火電極１２、切替弁２１、循
環ポンプ２２、ガス可変弁３１、燃焼ファン３２、及び流量可変弁４２の作動が制御され
る。
【００２４】
　コントローラ５０には、熱源装置１を遠隔操作するための熱源リモコン６０が接続され
ており、使用者による熱源リモコン６０の操作に応じて、操作信号（給湯設定温度等の運
転条件の設定、暖房運転の開始等を指示する信号）がコントローラ５０に入力される。ま
た、コントローラ５０から出力される制御信号によって、熱源リモコン６０の表示部６１
の画面及びスピーカ６２からの音出力が制御される。
【００２５】
　さらに、コントローラ５０は、暖房端末２７を遠隔操作するための暖房リモコン７０と
接続されており、暖房リモコン７０から送信される暖房の開始／停止指示、暖房設定温度
、室温センサ７１による室温の検出温度等を示す信号を受信する。
【００２６】
　［２．暖房運転（単独運転）］
　次に、制御部５１により実行される暖房運転について説明する。
【００２７】
　制御部５１は、使用者が熱源リモコン６０又は暖房リモコン７０により暖房の開始操作
を行ったときに、暖房運転を開始する。暖房運転において、制御部５１は、切替弁２１を
、ポート２１ｂとポート２１ｃ間を遮断して、ポート２１ａとポート２１ｃ間を連通した
第１切替え状態として、循環ポンプ２２を作動させる。
【００２８】
　これにより、熱媒循環路２０内の熱媒が、循環ポンプ２２→熱媒熱交換器２６→接続箇
所Ｘ→暖房端末２７→切替弁２１（接続箇所Ｙ）→循環ポンプ２２の経路で循環する状態
（第１循環状態）となる。そして、制御部５１は、この状態で、室温センサ７１の検出温
度が暖房設定温度付近となるように、バーナ１１の作動を制御する。
【００２９】
　制御部５１は、使用者が熱源リモコン６０又は暖房リモコン７０により暖房の停止操作
を行ったときに、バーナ１１と循環ポンプ２２の作動を停止して暖房運転を終了する。な
お、熱源リモコン６０又は暖房リモコン７０がタイマ運転の設定機能を有している場合に
は、タイマ運転の開始及び停止の設定条件に応じて、制御部５１は、暖房運転の開始と停
止を行う。
【００３０】
　［３．給湯運転（単独運転）］
　次に、制御部５１により実行される給湯運転について説明する。
【００３１】
　制御部５１は、流量センサ４１の検出流量を監視し、流量センサ４１の検出流量が閾値
流量（給湯栓４５が開栓された状態を想定して設定される）以上になっているときに、給
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湯運転を実行する。
【００３２】
　給湯運転において、制御部５１は、切替弁２１を、ポート２１ａとポート２１ｃ間を遮
断して、ポート２１ｂとポート２１ｃ間を連通した第２切替え状態として、循環ポンプ２
２を作動させる。
【００３３】
　これにより、熱媒循環路２０（２０ａ,２０ｂ）内の熱媒が、循環ポンプ２２→熱媒熱
交換器２６→接続箇所Ｘ→給湯バイパス路１７→切替弁２１（接続箇所Ｙ）→循環ポンプ
２２の経路で循環する状態（第２循環状態）となる。
【００３４】
　制御部５１は、この状態でバーナ１１を作動させ、給湯熱交換器４３において、給湯路
４０を流通する水が給湯バイパス路１７を流通する熱媒との熱交換によって加熱される状
態とする。そして、制御部５１は、出湯温度センサ４４の検出温度が熱源リモコン６０に
より設定された目標給湯温度となるように、バーナ１１の燃焼量を制御する。
【００３５】
　［４．給湯運転と暖房運転の並列運転］
　次に、図２，３に示したフローチャートに従って、給湯運転の実行中に、暖房要求が生
じた場合の制御部５１及び給湯停止報知部５２による処理について説明する。
【００３６】
　図２のＳＴＥＰ１で、制御部５１は、給湯運転の実行中であるか否かを判断する。そし
て、給湯運転の実行中であるときはＳＴＥＰ２に進み、給湯運転の実行中でないときには
ＳＴＥＰ１に分岐する。
【００３７】
　次のＳＴＥＰ２で、制御部５１は、暖房要求がなされている（暖房運転の実行指示がな
されている）か否かを判断する。そして、暖房要求がなされているときはＳＴＥＰ３に進
み、暖房要求がなされていないときにはＳＴＥＰ１に分岐する。
【００３８】
　ＳＴＥＰ３で、制御部５１は、切替弁２１による熱媒の給湯バイパス路１７と暖房端末
２７への熱媒の分配によって、第１並列運転条件での給湯と暖房の並列運転（暖房給湯並
列運転）の実行が可能か否かを判断する。そして、第１並列運転条件での暖房給湯並列運
転の実行が可能なときはＳＴＥＰ３０に分岐し、第１並列運転条件での暖房給湯並列運転
の実行が不能なときにはＳＴＥＰ４に進む。
【００３９】
　ここで、第１並列運転条件としては、例えば、給湯栓４５の開度によって定まる流量の
水を目標給湯温度まで加熱するために必要な熱媒の給湯熱交換器４３への流通を行っても
、暖房端末２７に熱媒を供給して暖房運転を実行することができることが設定される。
【００４０】
　ＳＴＥＰ３０で、制御部５１は、切替弁２１を、ポート２１aとポート２１ｃ間と、ポ
ート２１ｂとポート２１ｃ間とを共に連通した第３切替状態として循環ポンプ２２を作動
させる。そして、この状態で、循環ポンプ２２及びバーナ１１の能力を増大して作動させ
ることにより、暖房給湯並列運転を開始する。
【００４１】
　続くＳＴＥＰ３１で、制御部５１は、同時運転要求（暖房要求と給湯要求が重複してな
されている状態）が解除されたか否かを判断する。そして、同時運転要求が解除された場
合（この場合は、暖房運転又は給湯運転の単独運転がなされた状態、又は暖房運転と給湯
運転が共に実行されていない状態になる）は、ＳＴＥＰ１に分岐する。また、同時運転要
求が解除されていないときにはＳＴＥＰ３２に進む。
【００４２】
　ＳＴＥＰ３２で、制御部５１は、切替弁２１による熱媒の流出先の分配により、第２並
列運転条件での暖房給湯並列運転の実行が可能か否かを判断する。ここで、第２並列運転



(8) JP 2018-71925 A 2018.5.10

10

20

30

40

50

条件としては、例えば、給湯温度を給湯設定温度に維持できると共に、室温を暖房設定温
度に維持できることが設定される。そして、第２並列運転条件での暖房給湯並列運転の実
行が可能なときはＳＴＥＰ３１に進み（この場合は、暖房給湯並列運転が継続される）、
第２並列運転条件での暖房給湯並列運転が可能でないときにはＳＴＥＰ４に分岐する。
【００４３】
　ＳＴＥＰ４～図３のＳＴＥＰ１０、及びＳＴＥＰ４０は、給湯停止報知部５２による処
理である。給湯停止報知部５２は、ＳＴＥＰ４でタイマをスタートさせ、ＳＴＥＰ５で同
時運転要求が解除されたか否かを判断する。そして、同時運転要求が解除されたときはＳ
ＴＥＰ１に分岐して、同時運転要求が解除されていないときにはＳＴＥＰ６に進む。
【００４４】
　ＳＴＥＰ６で、給湯停止報知部５２は、タイマの計時時間Ｔが３０分（本発明の第１所
定時間に相当する）以上になったか否かを判断する。そして、タイマの計時時間Ｔが３０
分以上になったときは図３のＳＴＥＰ７に進む、タイマの計時時間Ｔが３０分に達してい
ないときにはＳＴＥＰ５に分岐する。
【００４５】
　図３のＳＴＥＰ７で、給湯停止報知部５２は、熱源リモコン６０のスピーカ６２からブ
ザー音を出力して、湯の使用者Ｐ２に対して湯の使用の停止を促し、また、タイマを再ス
タートさせる。このブザー音による報知に応じて、使用者Ｐ２が湯の使用を停止或は使用
流量を減らすことにより、給湯運転から暖房運転への切替え、又は暖房給湯並列運転が可
能になる。
【００４６】
　そのため、暖房運転の開始指示を行った使用者Ｐ１に対して、暖房の開始操作を行った
にも拘わらず、暖房運転がなかなか開始されないことにより、寒さを感じさせてしまうこ
とを防止することができる。
【００４７】
　続くＳＴＥＰ８で、給湯停止報知部５２は、同時運転要求が解除されたか否かを判断す
る。そして、同時運転要求が解除されたときはＳＴＥＰ４０に分岐し、給湯停止報知部５
２は、ブザー音の出力を停止して図２のＳＴＥＰ１に進む。一方、ＳＴＥＰ８で同時運転
要求が解除されていなかったときにはＳＴＥＰ９に進み、給湯停止報知部５２は、タイマ
の計時時間Ｔが１０分（本発明の第２所定時間に相当する）以上となっているか否かを判
断する。
【００４８】
　そして、タイマの計時時間Ｔが１０分以上になっているときはＳＴＥＰ１０に分岐し、
タイマの計時時間Ｔが１０分に達していないときにはＳＴＥＰ８に進む。ＳＴＥＰ１０で
、給湯停止報知部５２は、出湯温度を２℃下げるか流量可変弁４２により給湯栓４５から
の出湯流量を２リットル／分だけ減少させる。
【００４９】
　ＳＴＥＰ１０の処理により、給湯栓４５から出湯される湯の温度を下げるか、湯の流量
を減少させることによって、湯を使っている使用者Ｐ２に対して、湯温或は湯量の変化を
感じさせて湯の使用を停止或は湯の使用流量を減らすことを促すことができる。なお、Ｓ
ＴＥＰ１０の処理は、本発明の給湯停止報知に相当する。
【００５０】
　続くＳＴＥＰ１１で、給湯停止報知部５２は、切替弁２１による熱媒の流通先の分配に
より、暖房運転と給湯運転の並列運転が可能であるか否かを判断する。そして、並列運転
が可能であるときはＳＴＥＰ１２に進み、給湯停止報知部５２は、熱源リモコン６０のス
ピーカ６２からのブザー音の出力を停止して図２のＳＴＥＰ３１に進む。
【００５１】
　一方、並列運転が可能でないときにはＳＴＥＰ７に分岐し、給湯停止報知部５２は、Ｓ
ＴＥＰ７以降の処理を再度実行する。これにより、出湯温度が段階的に低下し、また、出
湯流量が段階的に減少する。なお、出湯温度を２℃下げる、又は出湯流量を２リットル／
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分減少させることができなくなったときには、制御部５１は、給湯運転を停止する。
【００５２】
　［５．他の実施形態］
　上記実施形態では、切替弁２１として、給湯バイパス路１７から熱媒循環路２０ｂへの
熱媒の流入量（ポート２１ｂからポート２１ｃへの熱媒の流入量）と、熱媒循環路２０ａ
から熱媒循環路２０ｂへの熱媒の流入量（ポート２１ａからポート２１ｃへの熱媒の流入
量）との比率（分配比）を変更可能な仕様の弁を用いて、図２のＳＴＥＰ３、ＳＴＥＰ３
２、及び図３のＳＴＥＰ１１で、熱媒の分配比を変更することで給湯運転と暖房運転の並
列運転が可能か否かを判定した。
【００５３】
　しかしながら、切替弁２１として、熱媒循環路２０ａから熱媒循環路２０ｂへの熱媒の
流入（ポート２１ａからポート２１ｃへの熱媒の流入）が可能であって、給湯バイパス路
１７から熱媒循環路２０ｂへの熱媒の流入（ポート２１ｂからポート２１ｃへの熱媒の流
入）が不能である第１の流通状態と、給湯バイパス路１７から熱媒循環路２０ｂへの熱媒
の流入（ポート２１ｂからポート２１ｃへの熱媒の流入）が可能であって、熱媒循環路２
０ａから熱媒循環路２０ｂへの熱媒の流入（ポート２１ａからポート２１ｃへの熱媒の流
入）が不能である第２の流通状態との切替えのみが可能であって、分配比の変更は不能で
ある切替弁を用いてもよい。
【００５４】
　この場合は、図２のＳＴＥＰ３、ＳＴＥＰ３０～ＳＴＥＰ３２、図３のＳＴＥＰ１１～
ＳＴＥＰ１２の処理は省略される。
【００５５】
　上記実施形態では、本発明給湯停止報知として、ブザー音の出力、給湯設定温度の低下
、及び出湯流量の減少を行ったが、これらのうちのいずれかのみを行ってもよく、或はこ
れらの複数を組み合わせて同時に行ってもよい。また、最初はブザー音による給湯停止報
知を行い、ブザー音による給湯停止報知を行っても湯の使用が停止しない場合に、給湯設
定温度を低下又は出湯流量を減少させる給湯停止報知を行うようにしてもよい。
【００５６】
　また、熱源リモコン６０又は暖房リモコン７０に、音声出力機能が備えられている場合
には、湯の使用の停止を促す音声（「暖房開始の操作がされましたので、そろそろお湯の
使用を終了して下さい」等）を出力するようにしてもよい。
【００５７】
　また、上記実施形態では、図３のＳＴＥＰ８で同時運転要求が解除されたときに、ＳＴ
ＥＰ４０に分岐してブザー音の出力を停止したが、使用者による解除操作（熱源リモコン
６０の特定スイッチの操作等）によっても、ブザー音の出力を停止するようにしてもよい
。
【００５８】
　上記実施形態では、本発明の熱媒加熱部として、熱媒熱交換器２６と燃料ガスを用いる
バーナ１１とからなる構成を示したが、本発明の熱媒加熱部はこの構成に限られず、石油
バーナや電気ヒータ等を用いて構成してもよい。
【００５９】
　上記実施形態では、第１並列運転条件と第２並列運転条件とを異なる条件に設定したが
、同じ条件に設定してもよい。また、上記実施形態とは異なる第１並列運転条件及び第２
並列運転条件を設定してもよい。
【符号の説明】
【００６０】
　１…熱源装置、１１…バーナ、１７…給湯バイパス路、２０…熱媒循環路、２１…切替
弁、２６…熱媒熱交換器、２７…暖房端末、４０…給湯路、４２…流量可変弁、４３…給
湯熱交換器、５０…コントローラ、５１…制御部、５２…給湯停止報知部、６０…熱源リ
モコン、７０…暖房リモコン。
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